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TEL：083-245-4131　FAX：083-245-6768
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（担当）

プレスリリース 2026/8/3 発行

所蔵品展 No.172
コレクション名品選
 Selected Works from the Collection of Shimonoseki City Art Museum 

会期： 2026/8/29（土） 10月12日（月・祝）

休館日： 月曜日（祝日は開館）

開館時間： 9時30分～17時00分（入館は16時30分まで）

観覧料： 一般：210円（160円）／大学生：100円（80円）

※（）内は、20名以上の団体料金。

※18歳以下の方は観覧料が無料。下関市と北九州市在住の方で、65歳以上の方は

半額免除。（いずれも公的証明書の提示が必要）

展覧会について

左上：狩野芳崖《鶴図屏風》／中央上：松本竣介《街にて》1940年／中央右：エミール・ガレ《楓・朝露文小瓶》1900年頃 

左下：高島北海《山水図》明治30年代 ／ 右下：堀尾卓司《二つの研板》1970年

ギャラリートーク

日程 9月12日（土）　／　9月21日（月・祝）

時間 午前11時00分～／午後2時00分～（各30分）

備考 申込不要。当日の所蔵品展観覧受付が必要です。
▲過去のギャラリートークの様子

Shimonoseki City Art Museum

C172：渡邉、高村、片岡、植野 HP：https://www.city.shimonoseki.lg.jp/site/art/

下関市立美術館には、近世の狩野派から近代日本画／洋画、戦後美術までを、ひとつの流れと
して語れる作品群が揃っています。
狩野芳崖、高島北海、藤田嗣治、佐伯祐三、松本竣介、梅原龍三郎、香月泰男など、日本美術
史を語るうえで欠かせない作家たちによる名品の数々をご紹介します。

下関市立美術館


